
医
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
小
学
校
、
中
学
校
の
頃
か
ら
父
を
通
じ
て
、
多
数
の
先
生
方
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
三
宅
秀
、
三
浦
謹

之
助
、
三
宅
鉱
一
、
二
木
謙
三
、
稲
田
竜
吉
、
西
野
忠
次
郎
、
佐
々
廉
平
、
眞
鍋
嘉
一
郎
、
井
上
誠
夫
、
坂
本
恒
雄
、
茂
木
蔵
之
助
、
小
田
俊

郎
、
高
木
喜
寛
、
高
木
逸
磨
、
岩
井
誠
四
郎
、
矢
追
秀
武
、
三
沢
敬
義
、
中
泉
行
正
、
助
川
喜
四
郎
ら
、
そ
の
名
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

そ
う
い
う
医
師
た
ち
が
ど
ん
な
偉
人
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
医
学
界
に
ど
ん
な
貢
献
を
し
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
の
か
は
、
私
の
ま
っ
た
く
関
知

し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
人
の
良
さ
そ
う
な
お
じ
い
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
気
難
し
そ
う
な
小
父
さ
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
が
残
っ
て
い

昭
和
十
七
年
私
は
慈
恵
医
大
を
卒
業
、
海
軍
軍
医
と
し
て
南
方
に
赴
き
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
か
ら
二
十
九
年
ま
で
、
横
浜
市
立
大
学

医
学
部
内
科
に
勤
務
し
た
。
外
科
に
石
原
明
さ
ん
が
勤
務
し
て
い
た
が
、
私
は
当
時
は
あ
ま
り
医
学
史
に
興
味
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

両
人
の
間
は
た
ん
に
内
科
、
外
科
の
医
局
員
と
し
て
の
お
付
き
合
い
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
、
私
は
横
浜
の
現
地
で
内
科
を
開
業
し
て
か
ら
、
多
少
の
時
間
的
余
裕
が
で
き
た
。
当
時
私
は
二
つ
の
こ
と
に
興
味
を
感
じ

ま
す
え

て
い
た
。
そ
の
第
一
は
、
私
の
父
大
滝
潤
家
が
四
○
年
以
上
も
勤
務
し
て
い
た
順
天
堂
の
歴
史
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
祖
父
佐
藤
尚
中
が
長
崎
で
ボ
ン
。
へ
に
就
い
て
医
学
を
学
ん
だ
と
い
う
事
実
は
知
っ
て
い
た
が
、
ボ
ン
。
ヘ
と
は
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ

プ
Ｑ
Ｏ

医
史
学
と
私

大
滝
紀

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
六
巻
第
二
号

平
成
二
年
四
月
三
十
日
発
行

雄
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そ
の
後
順
天
堂
大
学
の
佐
藤
要
教
授
か
ら
、
順
天
堂
史
を
編
纂
す
る
か
ら
、
君
に
も
助
力
を
頼
む
と
い
わ
れ
た
。
昭
和
四
十
年
十
月
御
茶
の

水
の
山
の
上
ホ
テ
ル
で
順
天
堂
史
編
蟇
の
打
ち
合
わ
せ
会
が
行
わ
れ
た
。
小
川
先
生
を
中
心
に
、
佐
藤
要
、
大
野
大
、
石
塚
司
農
夫
、
篠
丸
頼

彦
、
林
欣
二
、
松
本
蛙
太
、
そ
れ
に
私
が
当
日
の
会
合
に
出
席
し
た
よ
う
に
思
う
。
『
順
天
堂
史
・
上
巻
』
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
会
合
を
重
ね
、

推
敲
に
推
敲
を
重
ね
た
一
五
年
後
に
り
つ
ば
に
完
成
し
た
の
は
、
皆
様
の
記
憶
に
新
た
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

私
の
第
二
の
目
標
で
あ
る
、
尚
中
が
長
崎
で
ど
の
よ
う
な
医
学
教
育
を
受
け
た
か
を
知
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
考
え
た
。
私
は

五
人
兄
弟
の
四
男
で
あ
っ
た
が
、
医
師
を
志
し
た
次
兄
が
高
校
時
代
不
盧
の
事
故
で
死
亡
し
、
結
局
私
一
人
が
父
の
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
。
私
の
家
は
関
東
大
震
災
の
火
災
で
全
焼
し
、
太
平
洋
戦
争
の
ご
た
ご
た
も
あ
り
、
め
ぼ
し
い
蔵
書
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
富
士

川
瀞
『
日
本
医
学
史
」
、
清
宮
秀
堅
『
新
撰
年
表
』
な
ど
二
○
冊
位
が
残
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。

私
は
や
む
を
え
ず
、
本
郷
や
神
田
の
古
書
店
を
訪
ね
、
藤
井
尚
久
『
医
事
文
化
年
表
』
、
古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
」
、
『
長
崎
洋
学

史
」
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
長
崎
伝
習
所
の
日
を
」
、
『
江
戸
参
府
紀
行
』
、
長
与
專
斎
『
松
香
私
志
」
、
鈴
木
要
吾
『
蘭
学
全
盛
時
代
と
蘭
晴
の

生
涯
」
、
日
本
医
史
学
会
編
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
、
『
中
野
操
日
本
医
事
大
年
表
」
等
を
求
め
て
つ
と
め
て
読
ん
だ
。

堂
史
の
真
髄
に
触
れ
る
思
い
が
し
た
。

た
の
か
、
ま
た
彼
は
ど
ん
な
教
材
を
使
っ
て
学
生
を
教
育
し
た
か
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
一
日
順
天
堂
創
立
一
二
五
周
年
に
当
た
り
、
上
野
の
東
京
文
化
会
館
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。
小
川
鼎
三
先
生

は
そ
の
前
年
東
大
を
停
年
退
官
さ
れ
、
順
天
堂
大
学
で
医
史
学
の
教
授
と
な
り
、
日
本
医
史
学
会
本
部
を
順
天
堂
に
移
さ
れ
た
。
当
日
の
先
生

の
記
念
講
演
は
「
順
天
堂
の
歴
史
」
で
あ
っ
た
。
私
は
か
ね
て
か
ら
御
高
名
を
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
は
じ
め
て
先
生
の
肉
声
に
接
し
、
順
天

昭
和
四
十
二
年
の
あ
る
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
父
か
ら
譲
り
受
け
た
蔵
書
中
に
、
生
理
学
と
解
剖
学
の
写
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
と
思
い
出

マ
ン
ス
フ
↓
一
ル
ト
講
義
集
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し
た
。
す
っ
か
り
忘
れ
去
っ
て
い
た
が
、
押
入
れ
の
奥
を
探
し
て
み
る
と
、
古
新
聞
に
包
ま
れ
た
ま
ま
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
八
冊
の
写
本

が
、
ナ
フ
タ
リ
ン
の
香
も
抜
け
て
い
た
が
、
無
事
取
り
出
さ
れ
た
。
約
二
○
年
ぶ
り
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
食
糧
事
情
の
悪
か
っ

た
終
戦
直
後
に
は
何
の
感
動
も
な
か
っ
た
こ
の
写
本
が
、
こ
の
時
は
ま
こ
と
に
貴
重
な
宝
物
の
よ
う
に
見
え
た
。

「
和
蘭
第
二
等
書
員
満
斯
歌
兒
篤
師
口
授
」
の
写
本
は
解
剖
学
三
冊
、
生
理
学
四
冊
、
内
科
学
一
冊
が
残
っ
て
い
る
。
歌
兒
篤
は
歌
兒

マ
ン
入
ヘ
ル
串
◇

斯
、
歌
爾
混
な
ど
の
当
て
字
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
○
○
畠
国
昌
の
８
侭
。
く
創
昌
旨
ン
ｚ
の
ぐ
固
闇
目
（
扇
誇
ｌ
ら
馬
）
、
在
日
期
間
慶
応
二
年
（
一
八

六
六
）
か
ら
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
ま
で
に
ま
ち
が
い
な
い
と
思
う
。

写
本
は
い
ず
れ
も
和
紙
、
和
綴
、
毛
筆
縦
聿
冒
き
、
縦
約
二
四
セ
ン
チ
、
横
約
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
図
は
原
則
と
し
て
上
欄
外
に
画

か
れ
、
一
部
が
文
中
に
あ
る
。
例
外
と
し
て
生
理
学
第
八
号
に
は
卵
の
分
裂
、
着
床
、
妊
娠
子
宮
図
等
四
図
が
末
尾
四
頁
に
大
き
く
画
か
れ
て

い
る
。
一
部
朱
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

講
義
集
は
次
の
八
冊
か
ら
成
っ
て
い
る
。

㈲
『
解
剖
新
説
』
二
二
○
葉
「
関
節
及
び
靱
帯
篇
」
詠
帰
斎
森
本
氏
蔵

男
冶
型
辛
未
十
月
一
日
よ
り
十
四
日
全
業

(二）
最
初
の
四
頁
に
、
心
臓
・
上
行
大
動
脈
、
普
通
喉
動
脈
、
鎖
骨
下
動
脈
、
下
行
大
動
脈
が
朱
入
り
で
図
示
さ
れ
て
い
る
。

裏
、
動
脈
、
静
脈
、
門
脈
、
水
脈
（
淋
巴
管
）
、
胸
管
等
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

白
『
解
剖
新
説
』
九
五
一
葉
「
内
臓
篇
」

明
治
四
辛
未
十
月
一
日
よ
り
十
四
門

関
節
と
靱
帯
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

明
治
六
歳
癸
酉
大
陽
第
匹
月

最
初
の
四
頁
に
、
心
臓
・
上
行

、
動
脈
、
静
脈
、
門
脈
、
水
脈

『
解
剖
新
説
』
九
五
一
葉

明
治
六
癸
酉
大
陽
二
月
念
三
日

『
解
剖
新
説
』
五
五
三
葉
「
脈
罐

治
六
歳
癸
酉
大
陽
第
四
月
初
二

「
脈
管
学
篇
」
詠
帰
斎
森
本
氏
蔵

内
容
は
心
臓
、
心
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㈲
『
人
身
窮
理
害
（
生
理
）
』
二
号
二
五
葉

吸
収
機
（
消
化
吸
収
）
、
血
運
機
（
血
液
循
環
）
、
心
臓
、

㈹
『
病
理
学
内
科
各
論
二
』
二
三
葉
「
血
行
器
病
篇
」

明
治
八
乙
亥
歳
八
月
三
日
筆
畢

て
い
る
。

㈲
『
生
理
学
』
第
八
号
六
四
葉

「
生
理
学
ト
ハ
何
ゾ
ャ
。
病
理
ヲ
究
識
ス
ル
ノ
源
学
ナ
リ
。
故
二
医
ダ
ル
者
〈
必
ス
「
一
ノ
学
ヲ
知
ラ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
…
…
」
に
始
ま
っ
て
い

る
こ
の
生
理
篇
は
次
の
三
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
部
は
無
機
、
有
機
化
学
か
ら
血
球
、
血
液
循
環
。
呼
吸
、
分
泌
、
膵
液
な
ど
も
記
さ
れ

る
。
第
二
部
は
消
化
、
吸
収
、
新
陳
代
謝
、
体
温
、
筋
運
動
、
眼
の
生
理
、
脊
髄
、
延
髄
、
痙
掌
、
睡
眠
、
夢
等
、
第
一
一
蔀
は
種
族
保
存
、
遺

伝
、
生
殖
器
、
交
合
、
妊
娠
、
胎
児
発
育
、
分
娩
等
が
記
さ
れ
る
。

因
『
生
理
学
』
第
六
号
三
八
葉
「
眼
科
篇
」

解
剖
組
織
図
入
り
で
き
わ
め
て
詳
し
い
。

五
管
器
、
肺
、
気
管
、

四
『
生
理
学
』
乾
一

壬
申
七
月
よ
り
十
一
月

百
年
も
前
の
コ
ピ
ー
も
な
い
時
代
に
、
長
時
間
を
か
け
て
筆
写
し
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
現
在
の
医
学
的
水
準
の
高
さ
と
比
較
し
て
も
、
か

病
理
学
と
は
現
在
の
内
科
学
の
こ
と
で
、
心
拡
張
、
心
炎
、
弁
膜
疾
患
、
心
臓
神
経
症
、
心
嚢
炎
、
大
動
脈
瘤
、
動
脈
破
裂
等
が
記
載
さ
れ

明
治
十
年
丁
丑
三
月
十
三
日
卒
業

生
殖
器
、
交
合
、
妊
娠
篇
で
あ
る
。

食
道
、
胃
、
腸
（
薄
腸
、
厚
腸
）
、
肝
、
胆
、
脾
、
膵
、
副
腎
、
泌
尿
器
、
生
殖
器
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
葉

毛
細
管
循
環
、
静
脈
循
環
、
門
脈
循
環
、
腎
臓
循
環
、
脳
循
環

詠
帰
斎
森
本
氏
蔵
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な
り
納
得
の
ゆ
く
程
度
で
あ
っ
た
の
を
見
て
、
私
は
た
だ
た
だ
驚
か
な
い
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

私
が
求
め
て
い
た
も
の
は
、
尚
中
が
ボ
ン
。
ヘ
に
ど
ん
な
医
学
を
学
ん
だ
か
で
あ
っ
た
が
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
講
義
集
を
最
初
に
見
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
ボ
ン
・
へ
の
後
任
ポ
ー
ド
イ
ン
の
あ
と
を
受
け
て
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
か
ら
長
崎
へ
、
明
治

四
年
に
は
熊
本
へ
、
九
年
か
ら
は
京
都
へ
、
十
年
か
ら
大
阪
へ
、
そ
し
て
十
二
年
二
一
月
に
は
帰
国
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
講
義
集
が
、
長
崎
で

の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
熊
本
で
の
も
の
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ボ
ン
。
へ
よ
り
一
○
年
位
後
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
が
医
史
学
と
い
う
学
問
に
異
常
な
興
味
を
も
ち
始
め
た
の
は
、
こ
の
不
完
全
な
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
写
本
八

冊
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
も
う
一
つ
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
写
本
の
何
カ
所
か
に
詠
帰
斎
森
本
氏
蔵
な
ど
の
聿
冒
き
込
み
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

父
か
ら
讓
ら
れ
た
品
の
中
に
詠
帰
斎
薬
籠
が
あ
る
。
私
の
頭
に
は
幼
い
頃
何
度
か
お
会
い
し
た
こ
と
の
あ
る
森
本
千
之
助
の
名
が
浮
か
ん
で
き

た
。
私
の
手
元
に
い
ま
か
ら
一
八
年
前
の
昭
和
四
十
六
年
、
当
時
の
神
奈
川
県
三
浦
市
医
師
会
長
森
本
一
善
氏
宛
て
の
私
の
質
問
に
答
え
て
い

た
だ
い
た
、
同
氏
か
ら
の
封
書
の
返
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
善
氏
の
祖
父
森
本
儀
太
郎
は
平
戸
藩
士
で
平
戸
で
漢
学
塾
を
開
い
て
い
た

が
、
明
治
五
年
佐
世
保
市
の
小
学
校
長
に
な
っ
た
。
儀
太
郎
の
弟
の
森
本
千
之
助
は
医
者
で
あ
り
、
明
治
初
年
四
谷
区
坂
町
五
で
開
業
し
た
。

詠
帰
斎
と
い
う
号
を
も
っ
て
い
”
一
催
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
漢
学
の
素
養
も
あ
り
お
そ
ら
く
同
一
人
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
一
善
氏
は
現
在
書
道
を
趣
味
と
し
九
十
歳
以
上
で
健
在
と
の
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
人
私
の
友
人
に
慶
応
医
学
部
出
身
で
横
浜
市
緑
区
十
日
市
場
で
開
業
し
て
い
る
内
藤
盛
徳
氏
が
い
る
が
、
彼
の
兄
も
医
師
、
父
は
内

藤
堯
宝
、
母
は
の
ぶ
、
そ
の
の
ぶ
の
父
親
が
森
本
千
之
助
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
講
義
集
に
は
森
本
蔵
な
ど
と
聿
冒
か
れ

ギ
ョ
ウ
ホ
ウ

て
い
る
が
、
森
本
千
之
助
自
身
が
筆
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
後
考
を
待
ち
た
い
。
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毎
年
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
る
日
本
医
史
学
会
総
会
に
は
、
私
も
特
別
の
用
事
が
な
い
限
り
、
な
る
べ
く
出
席
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

る
。
総
会
は
通
常
二
日
間
で
、
そ
の
前
夜
に
理
事
・
評
議
員
会
が
開
か
れ
る
が
、
毎
回
地
方
色
豊
か
な
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
、
第
八
四
回
日
本
医
史
学
会
が
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
。
石
原
先
生
は
す
で
に
故
人
と
な
り
、
彼
が
会
長
を
務
め
て
か
ら
一
七

医
史
学
会
例
会
に
は
、
小
川
鼎
三
、
緒
方
富
雄
、
大
鳥
關
三
郎
の
三
長
老
が
ほ
と
ん
ど
毎
回
出
席
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
三
先
生
に
薫
陶

を
受
け
た
こ
と
、
学
問
熱
心
な
会
員
方
の
発
表
に
耳
を
傾
け
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
っ
た
。

蘭
学
資
料
研
究
会
に
も
入
会
し
、
一
九
六
九
年
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
、
ハ
ー
グ
を
中
心
と
し
た
「
日
蘭
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に

参
加
で
き
た
こ
と
は
無
上
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
。
へ
の
発
表
を
異
国
で
行
っ
た
こ
と
、
ス
ハ
ウ
テ
ン
博
士
と
二
人
で
昼
食
を
と
も
に
し
な
が

ら
ボ
ン
・
ヘ
を
語
っ
た
こ
と
、
阿
知
波
五
郎
先
生
と
一
緒
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
立
美
術
館
や
、
ク
レ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
美
術
館
を
訪
れ
た

こ
と
、
大
鳥
先
生
と
ロ
ン
ド
ン
の
二
階
等
ハ
ス
の
階
上
へ
乗
っ
た
こ
と
、
石
原
先
生
と
二
人
で
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
を
訪
ね
た
こ
と
等
が
つ

い
昨
日
の
出
来
事
の
よ
う
に
甦
っ
て
く
る
。

会
し
、
皆
さ
ん
垂

を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
奇
縁
と
な
り
、
私
は
横
浜
市
大
の
石
原
明
先
生
に
種
々
の
医
史
学
上
の
相
談
を
も
ち
か
け
た
。
先
生
は
当
時
は
す
で
に

外
科
医
で
も
な
く
、
生
理
学
者
で
も
な
く
、
市
大
で
医
史
学
講
座
を
も
ち
、
医
史
学
関
係
蔵
書
は
研
究
室
に
と
こ
ろ
狭
し
と
置
か
れ
て
い
た
。

ま
た
昭
和
四
十
一
年
五
月
第
六
七
回
日
本
医
史
学
会
が
横
浜
で
行
わ
れ
た
と
き
、
会
長
の
重
責
を
務
め
た
。
神
奈
川
の
医
学
史
に
関
し
て
平

安
・
鎌
倉
時
代
と
近
代
の
二
つ
の
特
別
講
演
を
一
人
で
さ
れ
た
。
石
原
さ
ん
は
私
に
、
一
人
で
こ
つ
こ
つ
勉
強
す
る
よ
り
も
、
医
史
学
会
へ
入

会
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
刺
激
を
受
け
た
ほ
う
が
い
い
と
い
っ
て
、
入
会
の
推
薦
を
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
著
書
の
『
医
史
学
概
説
』

日
本
医
史
学
会
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年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
川
理
事
長
か
ら
私
に
会
長
を
す
る
よ
う
に
と
の
話
か
あ
っ
た
。
私
は
一
開
業
医
に
す
ぎ
な
い
し
、
横
浜
に
は
医

史
学
会
の
先
輩
も
お
ら
れ
る
し
、
大
学
教
授
も
お
ら
れ
る
の
で
、
最
初
は
固
辞
し
た
が
、
結
局
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。

横
浜
だ
け
で
な
く
、
神
奈
川
県
下
の
会
員
が
、
こ
の
総
会
の
た
め
非
常
な
協
力
を
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
、
私
の
終
生
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
・
横
浜
の
学
会
は
ま
ず
ま
ず
の
成
功
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
小
川
先
生
は
そ
の
後
健
康
を
損
わ
れ
、
最
後
に
出
席
さ
れ
た
総
会
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
い
ま
で
も
私
の
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る
。

医
史
学
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
と
旅
行
が
非
常
に
楽
し
く
な
る
。
海
外
旅
行
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
国
内
旅
行
で
も
い
わ
ゆ
る
名
所
古
蹟
の
歴

訪
だ
け
で
な
く
、
思
い
が
け
な
い
収
穫
に
出
合
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
私
は
こ
の
連
休
を
利
用
し
て
角
館
を
訪
ね
て
象
た
。
平
賀
源
内
の

紹
介
に
よ
り
杉
田
玄
白
を
知
り
、
『
解
体
新
聿
皀
』
の
図
二
一
葉
を
画
い
た
小
田
野
直
武
が
秋
田
藩
角
館
の
出
身
で
、
同
地
の
松
庵
寺
に
墓
所
も

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
ま
た
「
上
野
不
忍
池
」
や
「
少
女
愛
犬
図
」
な
ど
、
わ
が
国
西
洋
画
の
は
し
り
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
か
ね
て

か
ら
出
身
地
で
さ
え
も
彼
の
こ
と
は
あ
ま
り
顕
彰
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
だ
と
聞
い
て
い
た
。

た
ま
た
ま
平
成
元
年
の
昭
和
天
皇
誕
生
日
以
来
、
角
館
歴
史
村
の
青
柳
家
が
広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
は
不

遇
の
天
才
画
家
小
田
野
直
武
（
寛
、
氷
二
年
（
一
七
四
九
）
生
れ
）
の
生
誕
一
四
○
年
に
当
っ
た
・
ま
っ
た
く
何
の
期
待
も
し
な
い
で
青
柳
家
の
薬
医

医
史
学
会
会
員
で
あ
る
特
典
は
多
数
あ
る
が
、
日
本
中
の
医
史
学
研
究
者
と
友
人
に
な
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
先
日
も
岡
田
靖
雄
先
生
か

ら
絵
葉
書
収
集
家
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
医
史
学
を
研
究
し
て
お
ら
れ
る
造
船
技
術
者
の
遠
山
嘉
雄
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
同
氏
は

も
と
駒
込
病
院
長
宮
本
叔
先
生
の
五
女
の
御
主
人
で
あ
り
、
私
の
父
が
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
外
遊
中
、
叔
先
生
に
送
っ
た
絵
葉
書
数
葉
を
所
持
し
て
お

ら
れ
る
。
そ
の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
父
の
外
遊
日
記
で
あ
る
「
音
零
つ
れ
」
を
、
別
の
視
点
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ

ん
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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門
を
入
っ
て
采
た
ら
、
小
田
野
直
武
参
考
館
が
開
設
さ
れ
、
彼
の
胸
像
除
幕
式
が
終
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
『
解
体
新
書
』
や
テ
ゥ
ル
・
フ
の

「
解
剖
図
」
の
説
明
が
こ
こ
で
見
ら
れ
よ
う
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
団
体
旅
行
で
、
時
間
的
余
裕
が
な
く
見

学
が
表
面
的
に
終
っ
た
こ
と
は
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

「
医
史
学
と
私
」
と
い
う
題
で
何
か
書
く
よ
う
に
と
い
わ
れ
た
の
で
、
思
い
出
の
ま
ま
を
書
き
連
ね
て
ゑ
た
。
間
口
の
広
い
、
内
容
の
深
い
、

し
か
も
味
わ
い
の
尽
き
な
い
医
史
学
の
研
究
は
私
の
終
生
の
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
の
で
、
今
後
も
一
生
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
横
浜
市
西
区
）
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